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西鉄情報システム株式会社

ソリューション本部 浦 正勝

交通ビッグデータを活用した
次世代ＩＴＳの構築について

２０１４年７月１０日

「運輸政策セミナー」

(C)Mr. Masakatsu URA, Institute for Transport Policy Studies, 2014



会社名 西鉄情報システム株式会社（Nishitetsu Information System Co.,Ltd.）

設 立

資本金

従業員数

公的取得

事業内容

事業所

昭和５８年３月

代表取締役社長 村田 秀明

一億円（西日本鉄道株式会社 100%出資）

１３３名

福岡県福岡市博多区千代四丁目１－３３

西鉄千代県庁口ビル

ＩＳＯ９００１認証取得

プライバシマーク認証取得

ＩＳＭＳ（ＩＳＯ２７００１）取得

○システムコンサルティングサービス

○システム開発・運用・保守

○パッケージソフト開発・販売
○システムソリューションサービス
○データエントリ
○データセンターサービス

加盟団体 ○九州情報サービス連合会

○福岡県情報サービス産業会

○インターネットＩＴＳ協議会

○ＩＴＳＪａｐａｎ

○日本鉄道技術協会

○日本医療情報学会

会社概要

代表者
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ＩＴＳを活用した弊社の狙い

ＩＴＳを活用した、交通ビッグデータの活用事例

移動体データ銀行（交通情報共通基盤）の研究開発

移動体データ銀行研究会（仮）の設立について
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ステップ１：
ＩＴＳ系実証実験

ステップ2：
利用者サービス普及促進

ステップ3：
新サービス創出

・２０００年バスジャック対策に伴い、
危機管理及び災害時等のＩＴＳを
活用した業務システムを構築。

・２００２ＦＩＦＡワールドカップ大分
大会

２０００年～２００６年

危機管理業務整備
・主要都市間を結ぶ高速バス輸
送の拡大に伴い、利用者の安全
安心・快適なＩＴＳシステムサービ
スを再構築。

・利用者の利便性向上に向けた、
クラウドサービス環境を提供。

・地域ＩＴＳスマートシティサービス
の提供。

２００７年～２０１１年

九州地区サービス拡大
・ビッグデータ活用の高まりを見据え、
収集した交通データの付加価値研
究開発。

・他公的機関とのデータ連携事業
サービス事業化。

・交通情報共通基盤「移動体データ
銀行」の構築とその新サービス創出
の事業。

２０１２年～２０２０年

研究開発・事業化

緊急事態
発生

ＩＴＳを活用した弊社の狙い
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「にしてつバスナビ」とは携帯電話やパソコンを利用して、お手
軽にしかもリアルタイムで、バスの運行情報（現在のバスの位置
やバス停への到着予測時間など）を検索できるサービス。

■全体イメージ

西鉄バス

車載機

パケット通信

携帯電話
基地局

車載機

ＤＢサーバ WEBサーバ

運行管理サーバ

インターネット

利用者
（ＰＣ，携帯）

GPS衛星

活用事例 にしてつバスナビ

データセンタ

車両台数：２５３０台

路線数：２０９

バス停表示機

ダイヤ・時刻サーバ

データ連携

デジタル放送

Ｖｉｃｓセンター
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地上デジタルテレビ放送の概要

インターネットや携帯への運行状況表示以外に

にしてつバスナビのデータを利用してバスの運

行をデジタルテレビ放送にて確認できます。

地デジ
放送設備

放送波
（番組＋データ放送レイアウト)

地上デジタル放送対応ＴＶ
※インターネット接続

インターネット通信
（データ送受信インター

フェース）

にしてつバスナビ

テレビ西日本（TNC）

利用者

バスの位置情報

Interne
t

地デジ用
サーバ

バスナビＤＢ
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バスプローブデータ活用によるリアルタイム交通情報生成実証

・現場目視の渋滞状況⇒プローブ活用システムで生成した渋滞状況⇒ＶＩＣＳ配信データ渋滞

の差異を要因分析⇒アルゴリズム課題検討⇒改修⇒再評価

ＶＩＣＳ様とのデータ連携
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■全体イメージ

「高速バスロケーションシステム」は、天候や渋滞で高速バスの刻々と変わる運
行状況をパソコンや携帯電話ですばやくキャッチ出来る九州高速バス情報サイト
です。

車両台数：７８０台

車載機

パケット通信

携帯電話
基地局

車載機

ＤＢサーバ

WEBサーバ

運行管理サーバ

バス停表示機

インターネット

利用者
（ＰＣ，携帯）

GPS衛星

運行管理端末

活用事例 高速バスロケーションシステム

九州バス協会

九州地区２１バス事業者

ＮＥＸＣＯ西日本
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〈将来の拡張可能なサービス〉

③緊急情報の提供
災害、事故発生時に、バスドライバーが発信する緊急情報を、
リアルタイムで情報提供

④ＩＣへアクセスする道路の走行実態情報の提供

一般道路のバスロケデータを使った、ＩＣアクセス道路の走行実
態情報を提供

①走行実態情報のリアルタイム把握
○蓄積されるプローブデータより、次のデータをリアルタイムで算定

・高速道路上の位置とそこでの車両速度
・ＩＣ間等の通行にかかる時間

○算定データを、指定される時間間隔で、ＪＨセンターのデータサーバーへ送信

②渋滞情報の提供
○算定された走行実態情報より、渋滞情報を把握

・低速区間情報
・旅行時間と旅行速度

ＮＥＸＣＯ西日本様とのデータ連携
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高速バス基山サービスエリア

下り線基山PA

上り線基山PA

福
岡
方
面

鳥
栖
方
面

下り線バス停

上り線バス停

上り線休憩施設内

上り線バス停屋内 上り線バス停屋外

下り線休憩施設内 下り線バス停屋内

参加事業者：21社

車両数：780台
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福岡空港 国内線第２・第３ターミナルビル

福岡空港 国内線第１ターミナルビル

２階

１階

福岡空港国内第１・２・３ターミナル、

及び国際ターミナルの表示板で情
報提供

福岡空港におけるバス乗り継ぎ案内サービスを提供

バスの運行情報を日本語・英語・韓国語・
中国語（簡体字）の４ヶ国語対応

福岡空港とのマルチモーダル案内
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インターネット時刻表システムをベースにし、２００７年４月より九州地区
バス事業者参加型の「九州のバス時刻表システム」サイトを導入。

１．西日本鉄道
２．九州急行バス
３．ＪＲ九州バス
４．昭和バス
５．祐徳バス
６．佐賀市営バス
７．長崎県営バス
８．島原鉄道
９．西肥バス

１０．佐世保市営バス
１１．大分バス
１２．大分交通
１３．日田バス
１４．亀の井バス
１５．宮崎交通
１６．鹿児島交通
１７．いわさきバスネットワーク
１８．北九州市営バス
１９．産交バス
２０．熊本市営バス
２１．熊本電気鉄道
２２．南国交通
２３．鹿児島市営バス

（２００９年１０月現在：２３社）

１．西日本鉄道

２．西鉄バス北九州

３．西鉄バス二日市

４．西鉄バス宗像

５．西鉄バス久留米

６．西鉄バス佐賀

７．西鉄バス大牟田

８．西鉄バス筑豊

９．西鉄バス高速

10．西鉄観光バス

11．九州急行バス

12．北九州市交通局

13．ジェイアール九州バス

14．昭和自動車

15．祐徳自動車

16．佐賀市交通局

17．長崎県交通局

18．長崎県央バス

19．西肥自動車

20．島原鉄道

21．佐世保市交通局

22．させぼバス

23．九州産交バス

24．産交バス

25．熊本市交通局

26．熊本都市バス

27．熊本電気鉄道

28．大分バス

29．大野竹田バス

30．臼津交通

31．大分交通

32．大交北部バス

33．国東観光バス

34．玖珠観光バス

35．日田バス

36．亀の井バス

37．宮崎交通

38．鹿児島交通

39．いわさきバスネットワーク

40．大隈交通ネットワーク

41．三州自動車

42．南国交通

43．鹿児島市交通局

子会社まで含めると ４３社

活用事例 「九州のバス時刻表システム」
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データ収集方法

各ﾊﾞｽ事業者のダイヤデータを収集→ＦＭＴ変換→ＤＢ蓄積→配信

乗換時刻表システム

運行管理端末

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

バス利用者
データセンター

参加バス事業者

時刻表ＤＢ

ダイヤ情報

集約・統合

配信
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災害時の公共交通機関毎の運行（航）状況情報（遅延など）配信システム
の概要。（２００４年サービス開始）

九州のりものinfocom

マスメディア

一般利用者

民間CP

航空バス鉄道 旅客船

交通モード横断的に
リアルタイム情報を
収集

公共交通事業者

通信キャリア

【パターン２】システム連携

交通事業者の
運行（航）情報提供システム

インター
ネット

【パターン１】直接入力

運行（航）情報の登録

運行（航）情報の提供

交通モード横断的に
リアルタイム情報を提供
・運行（航）情報
・遅延情報
・その他(例．振替輸送情報等)

公共交通事業者

インター
ネット

活用事例 「九州のりものinfocom」

運行（航）状況
共通基盤DB

＊２００６年、秋の情報化月間にて「国土交通大臣表彰」

(C)Mr. Masakatsu URA, Institute for Transport Policy Studies, 2014



福岡

長崎

大分

熊本

鹿児島

宮崎

佐賀

九州旅客鉄道（株）
西鉄グループ
福岡市交通局
北九州高速鉄道（株）
筑豊電気鉄道（株）
平成筑豊鉄道（株）
甘木鉄道（株）
ジェイアール九州バス（株）
堀川バス（株）
九州急行バス（株）
北九州市交通局
オーシャン東九フェリー（株）

JR九州高速船（株）
関門海峡フェリー（株）
（株）名門大洋フェリー
関釜フェリー（株）
福岡市営渡船
北九州市渡船事業所
阪九フェリー(株)
カメリアライン（株）
関門汽船（株）
関西汽船（株）
唐津～壱岐フェリー
宗像市

九州旅客鉄道（株）
高千穂鉄道（株）
宮崎交通（株）
宮崎カーフェリー（株）

九州旅客鉄道（株）
松浦鉄道（株）
甘木鉄道（株）
昭和自動車（株）
祐徳バス（株）
佐賀市交通局
（有）加唐島汽船

向島丸
唐津市漁業協同組合
（有）ユージングボート宇野
（有）郵正丸
川口汽船（有）
新栄
九州郵船（株）

九州旅客鉄道（株）
鹿児島市交通局
南国交通（株）
道の島交通（株）
マリックスライン（株）
奄美海運（株）
折田汽船（株）
鹿児島市船舶部（桜島フェリー）
新屋敷商事(はいびすかす）

甑島商船（株）
コスモライン（株）
（株）ダイヤモンドフェリー
鹿児島商船（株）
鹿児島交通（株）
大隅交通ネットワーク（株）
マルエーフェリー（株）
鹿児島県 瀬戸内町

九州旅客鉄道（株）
島原鉄道（株）
松浦鉄道（株）
長崎電気軌道（株）
長崎県交通局
長崎自動車（株）
西肥自動車（株）
佐世保市交通局
五島自動車（株）
長崎汽船（株）
（株）五島産業汽船
美咲海送（有）
安田産業汽船（株）
崎戸商船（株）

西海沿岸商船（株）
九州商船（株）
鷹島汽船（有）
黒島旅客船（有）
瀬川汽船（株）
長崎県平戸市
（有）木口汽船
（有）黄島海運
五島旅客船（株）
（株）江崎海陸運送
嵯峨島旅客船（有）
（有）桑原海運
させぼパール・シー（株）

九州旅客鉄道（株）
肥薩おれんじ鉄道（株）
熊本市交通局
くま川鉄道（株）
南阿蘇鉄道（株）
島原鉄道（株）
九州産交バス（株）
熊本電気鉄道（株）

（有）神園交通
有明フェリー
三和商船（株）
熊本フェリー（株）
松島フェリー（株）
安田産業汽船（株）
宇城市

九州旅客鉄道（株）
大分交通（株）
日田バス（株）
大分バス（株）
亀の井バス（株）
大分ホーバーフェリー（株）

国道九四フェリー（株）
フェリーさんふらわあ
蒲江交通（有）
大入島観光フェリー（株）
姫島村

福岡

大分

宮崎

鹿児島
熊本

長崎

佐賀

九州のりものinfocomの参加事業者

(C)Mr. Masakatsu URA, Institute for Transport Policy Studies, 2014



携帯へのメール配信、マスコミ関係各社やテレビ局、交通事業者への運行情報配信を実施。

他機関HP
（自治体、マスコミ等）

データ連携
（XML/HTML）

他機関HPから情報配信

・ホームページ閲覧

配信ｻｰﾊﾞ
（ＴＶ放送局）

ＴＶ放送局から情報配信

・地上波デジタル放送

専
用
線

（
デ
ー
タ
連
携
）

西日本新聞社
テレビ西日本
ＪＲ九州バス（自社運行情報）
大分バス（自社運行情報）

テレビ西日本
サガテレビ
ケーブルＴＶ長崎

提供先

提供先

携帯電話へのメール配信

ログ解析
サーバ

データの配信事例

公共情報コモンズ連携
データ連携

（運行データ統計）
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公共情報コモンズとの連携
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九州のりものinfocomの拡張版（案） 公共交通情報運行管理センター（仮称）構想

公共交通事業者
災害時・緊急時

通常時
車両管理

クレーム

乗務員管理

整備士

観光・サービス

運行（航）状況

ダイヤ

路線

道路

調達・共同購買

シニア運転手

国土交通省 総務省 地方自治体 警察

全国共有情報

地域共有情報

各社共有情報

スポンサー

コ
ン
シ
ュ
ー
マ
ー
向
け
サ
イ
ト

マスメディア

一般利用者

民間CP

通信キャリア

公共交通事業者

公共交通事業者

の
り

も
の

ｉｎ
ｆｏ

．
Ｃ

ｏ
ｍ

コンシューマー向けサービス

運
行
（航
）情
報
の
提
供

交通事業者向けサービス
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東北ブロック

関東ブロック

のりものInfocom全国展開イメージ(案）

全国統括センター

映像映像

国道３号線○○付近にて豪雨による道路冠水発生

気象情報
福岡地方

大雨洪水警報発令中

九州総合運行管理センタ

関西ブロック

四国ブロック

交通事業者

のりものinfo、バスロケ、バスカメラ ICカード等

道路情報
河川情報

気象情報
災害情報

ライフライン
ＳＮＳ

各省庁・自治体機関 ・企業等

ブロック内
一元管理

全国一元管理

ブロック一元管理業務
・日常の運行管理
利用者等への情報提供

・災害時の情報一元化
代替輸送の案内
運行状況の把握
・設備管理

等を集約し効率化を図る。

全国一元管理業務
・災害時の情報一元化

運行状況の把握
災害支援状況の把握
・道路設備管理

等を集約し情報の統一及び災害時の集中
管理を図る。

利用者等

情報提供

(C)Mr. Masakatsu URA, Institute for Transport Policy Studies, 2014



地下鉄

鉄道乗換え

空港到着ロビー

交通情報
共通基盤

ビッグデータ
活用技術

運行情報

ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄ情報

高速バス

船舶

データが融合すると・・・

全ての交通機関がシームレスに繋がる

(C)Mr. Masakatsu URA, Institute for Transport Policy Studies, 2014



移動体データ銀行で実現する
次世代都市交通情報共通基盤アジアモデル

研究開発のご紹介

平成２４年度「IT融合による新社会システムの開発・実証プロジェクト」の
実証事業。（ＮＥＤＯ委託事業）

(C)Mr. Masakatsu URA, Institute for Transport Policy Studies, 2014



ＩＴＳ世界会議ｉｎ東京
（セッション名：ＩＴＳと他の技術分野との融合）

(C)Mr. Masakatsu URA, Institute for Transport Policy Studies, 2014



（都市交通分野）移動体データ銀行で実現する次世代都市交通情報共通基盤アジアモデルの構築

(a)「次世代都市交通情報共通基盤」に
関する全体データマネジメント手法

(b)「次世代都市交通情報共通基盤」に関
するデータセキュリティ技法

(c)「次世代都市交通情報共通基盤」に関
する大規模データの構築方法

(d)車両・運転挙動から危険な運転状況を
検知する技術の検討

基盤研究開発

(C)Mr. Masakatsu URA, Institute for Transport Policy Studies, 2014



（都市交通分野）移動体データ銀行で実現する次世代都市交通情報共通基盤アジアモデルの構築

各社データ収集 各社データ集約 新サービス創造

移動体データ銀行概要

(C)Mr. Masakatsu URA, Institute for Transport Policy Studies, 2014



ユーザ情報（行動・購買）

ユーザ

個人
家庭・携帯・自

動車

データの受け入れ

企業
業務・保管

公共・機関
業務・保管

￥

￥

￥

データ銀行
サービス

普通

定期

特別

利率
低

利率
高い

各サービス向け
データ処理

契約

契約

契約

個人サービス事
業者

企業サービス事
業者

公共事
業者

貸出

流通

販売

￥￥￥

個人
家庭・携帯・自

動車

企業
業務・保管

公共・機関
業務・保管

￥

サービス提供ユーザ

ユーザ情報

￥￥

移動体データ銀行の基本的な考え方
◇データを循環し持続的なサイクルの提供で付加価値（収益)を得る

「データは企業にとって重要資産」

骨子 :  ①取引ルール ②データ安全／安心 ③データ付加価値

④データ値付け ⑤データ持ち主のベネフィット

(便益）（データ使用料）（データ銀行使用料）（データ提供料）

(C)Mr. Masakatsu URA, Institute for Transport Policy Studies, 2014



‒ 各媒体（スマフォ、交通系ICカード、車載システムなど）で取得した
動線データに基づいた共通項目

‒ 各ネットワークの連携方法
‒ 交通結節点の連携情報
‒ 交通モードの推定方法

①多様な動線データの統一形式

26

次世代都市交通情報共通基盤の概要

◇移動体情報動線データの共通基盤

(C)Mr. Masakatsu URA, Institute for Transport Policy Studies, 2014
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のりものインフォ・ドットコムサービス 概要

交通ｌ機関の運行情報

バスの満空情報

のりものインフォシステム

交通データ連動
情報配信

バスプローブ解析ｴﾝｼﾞﾝ

マルチモーダル乗換
エンジン

事業者

移動者･観光客

移動体データ
利用

フィードバック(利用情報・位置情報)

公共交通の日々
の情報を収集

経路検索システム（マル
チモーダル対応

予測結果（満空など）
・経路情報提供

スマフォアプリ・多言語表示
システム

新ビジネス検討

移動者の行動に合った
タイミングで交通情報配
信（多言語）を行う

バスのロケーション情報

鉄道のダイヤ情報

移動体
データ
銀行

(C)Mr. Masakatsu URA, Institute for Transport Policy Studies, 2014



（都市交通分野）移動体データ銀行で実現する次世代都市交通情報共通基盤アジアモデルの構築

移動体データ銀行

（本店機能）

統合化
データ

◆リアルタイムなバスの遅れを加味したマルチモーダル対応乗換案内の実証

１．マルチモーダル乗換案内 ２．路線バスの満空情報検出 ３．多言語化による情報提供

西鉄バス

西鉄電車 バスの乗車密度

３段階表示
「空きあり」 ⇒ 「やや満員」 ⇒「満員」

センサーカメラ 多言語（五カ国語）に対応

・バスプローブ情報
（車両番号、位置情報）

・満空センサー情報
（停留所、乗車人数等）

車両情報

（リアルタイム）

バスロケ

サーバF
O
M
A

A
P
I

A
P
I

クラウド

（支店機能）

プローブ解析

サーバ

A
P
I

A
P
I

のりもの

サーバ

ゼンリン地図

APIサーバ

クラウド

（サービス）

九大経路探索

APIサーバ

ＩＩＣ満空

サーバ

スマートフォン
アプリ

利用者

W
e
b

西鉄バス

のりものインフォ・ドットコムサービス 概要

(C)Mr. Masakatsu URA, Institute for Transport Policy Studies, 2014
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電車の改札情報

電子マネーによる購買情報

バスの乗降情報

ETC通過情報

交通・交通系ICカード利用データ

交通ライフログシステム

交通データ連動
コンテンツ配信

事業者向け
レポート配信

移動体
データ
銀行

レコメンドエンジン

事業者（小売店，飲食店等）

移動者

移動体データ
利用

フィードバック(利用情報・位置情報)

移動者の日々の
情報を収集

公共交通機関の情報で
新たな価値を持った

情報を創出

個人のライフログから
最適な情報を創出

購買活動を促進

新サービスの提供
効率的な広告活動

移動者

移動者の行動に合った
タイミングで

コンテンツ配信を行う

例）各ロケーションに設置された
Wifiタグにスマートフォンが反応し、
最適なタイミングでコンテンツを配信

例）駅ごとの日別・時間帯別
性別・年代別の

駅利用状況レポートの作成

EＴＣアンテナ

大型複合端末
（イメージ）

交通ライフログサービス概要

スマートフォン

(C)Mr. Masakatsu URA, Institute for Transport Policy Studies, 2014



（都市交通分野）移動体データ銀行で実現する次世代都市交通情報共通基盤アジアモデルの構築

加盟店

ETC無線
装置

①バス乗車後に
スマホアプリインストール

会員登録
乗車登録 お得なクーポンが

配信されました。

閉じる 表示

100円OFF

クーポンを使う

名鉄
バスセンター

③クーポンを利用
サービスを受ける

100円OFF

メイテツコム

交通ｺﾝﾃﾝﾂ
配信ｼｽﾃﾑｻｰﾊﾞｰ

・参照数の調査
「詳細を見る」ボタンのタッチ数

・利用数の調査
「クーポンを使う」ボタンのタッチ数

②名古屋付近のお得
なクーポン・おすすめ

情報を配信

集配信サーバー
(ETC通過情報)

100円OFF

ETC車載器

バスセンター
到着

④スマホの操作ログ
を取得し、ログから参
照率、利用率を取得

名鉄バスセンター行
高速バス

＜実証実験概要図＞

・配信するタイミングの検証
3分後、5分後、10分後、30分

後
・通知方法の検証

プッシュ通知・メール・バッジ・
通知なし

交通ライフログサービス概要

(C)Mr. Masakatsu URA, Institute for Transport Policy Studies, 2014



データ銀行

バス

GISシステム 車両ライブ映像

トラック乗用車

安全オペレーションセンター

リアルタイムで情報を集約から
・車両位置・速度・方向
・車内外ライブ映像
・ 災害、事故時の状況把握
・ 運転支援、監視
・ 音声による指示
・ 車両内セキュリティ

各運行会社へ情報提供

ドライバーズカルテサービス概要

安全指示

主テーマ：Ｍ（Ｍａｎ）／Ｍ（Ｍａｎagement）事故はゼロに出来る！

運行中情報（新情報）

運行前/後情報（既存情報）

新情報
車両挙動

ドライバ挙動
車両周辺情報
ドライバー情報

など

既存情報
勤務

デジタコ
健康
など

分析

必要情報

(C)Mr. Masakatsu URA, Institute for Transport Policy Studies, 2014



（都市交通分野）移動体データ銀行で実現する次世代都市交通情報共通基盤アジアモデルの構築

車載カメ
ラ

IIC車載機

危険判定表示
注意喚起
指示表示

満空
センサ

WiFi

モバイル通信

高速バス（実車）

クラウドセンター

映像情報

DB

車両情報
DB

満空情報
提供

危険挙動判定
危険車両検知

サービスシステム

危険車両の
情報切り出し

管理者へ警報
提示・危険車両の

状況情報送付

管理者が確認

即時バスへ指示

３Ｇ

車載ルータ

車両（CAN）情報

加速度センサ

実走行実験

危険車両を抽出し、管理者の最適対応可能なシステムの開発完了
新技術：リアルタイムで大型バスのCAN情報・映像収集 危険判定 管理者への提示 運転者へのリアルタイム指示

テスト路

西鉄教習所

危険
パターン

走行

市街道路

高速道路
加速度情報

車載表示機

移動体データ銀行

周辺機器

ドライバ
DB

車載システム

ドライバーズカルテサービス概要

(C)Mr. Masakatsu URA, Institute for Transport Policy Studies, 2014



運転手
休憩スペース

運転
席

1

2

3

4

5

6

7 8

タ
ブ

レ
ッ

ト
ス

マ
ホ

車載
PC

Gセンサー

Gセンサー

座席座席 座席

座席座席 座席

車載機関連取付図面（高速バス系）

(C)Mr. Masakatsu URA, Institute for Transport Policy Studies, 2014



実証実験受信画面（バスカメラ画面イメージ）

(C)Mr. Masakatsu URA, Institute for Transport Policy Studies, 2014



新たな価値創造する新サービス

時間

●情報検索ビジネス

●業務での大規模
データ処理をする。

●ｾﾝｻｰﾃﾞｰﾀを活用
する。

●業務での大規模
データ処理を別の
サービスに活用する

●一見無関係なデータを組み
合わて新たな価値創造する新
サービスビックデータの発展モデル

出典：“ビックデータ時代のビジネス・インテリジェンス”、情報処理学会デジタルプラクティス Ｖｏｌ．４、ＮＯ．１、Ｊａｎｕａｒｙ 2013

現時点

(C)Mr. Masakatsu URA, Institute for Transport Policy Studies, 2014



（都市交通分野）移動体データ銀行で実現する次世代都市交通情報共通基盤アジアモデルの構築

のりものインフォドットコム（ＮＩＳ）

NEDO事業
フェーズⅠ

新規参加
ユーザ

サプライヤ

新規参加
公共交通事業者
官（関係機関）

研究機関
他コンソーシアム

「移動体データ銀行研究会（仮称）」
（事業環境整備）

検討

＜生＞交通ライフログレポート （ＭＣ）

ドライバーズカルテ （ＩＩＣ）

移動体データ銀行

設立

運用

契約

新サービス創造

契約

各社

サービス事業化準備

２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 ２９年度 ３０年度 ３１年度 ３２年度

移
動
体
デ
ー
タ
銀
行
研
究
会
（仮
称
）

メ
ン
バ
企
業

移動体データ銀行研究会（仮）

(C)Mr. Masakatsu URA, Institute for Transport Policy Studies, 2014



（都市交通分野）移動体データ銀行で実現する次世代都市交通情報共通基盤アジアモデルの構築

移動体
データ銀行

データ活用データ収集

【審査】
データ価値評価

【預入】
データ格納

【運用】
統合・分析

【利子】
金銭対価リターン

【貸出】
データ提供

【回収】
金銭対価リターン

【審査】
事業評価

【支援】
データ活用支援

自動車事業

鉄道事業

交通ICカード
乗降・ショッピング

一般車両保険情報

公共交通機関運行(航)情報
省庁・自治体地域情報

通信３キャリア情報

ヘルスケアデータ

＋6次産業データ

西鉄Ｇ情報融合

業
務
効
率
化/

安
心
・安
全

収益機会拡大

付加価値

新産業創出

不動産賃貸業
老人ケアﾏﾝｼｮﾝ

新規事業

流通業
サービス業

国際物流事業

都市開発事業

社会作りの
トータルソリューション

新
規
事
業
／
地
域
活
性

業務改善から価値創造まで実現する社会作りのトータル・ソリューションの実現へ

新
サ
ー
ビ
ス
創
造

移動体データ銀行ビジネスモデル

(C)Mr. Masakatsu URA, Institute for Transport Policy Studies, 2014



（都市交通分野）移動体データ銀行で実現する次世代都市交通情報共通基盤アジアモデルの構築

緑の中を走る
快適な交通機関サービス

医療格差も無い、
スピーディーな診療

働き方を自由に選び、
可能性を活かせる職場

いつでも、どこでも利用できる
教育サービス

高い食料自給率と低い廃棄率で
健康志向の食事

いつでもだれでも利用できる、
安心・安全なカーライフ

必要な情報が、必要なときに
必要な形で、誰にでも

地域の人々が集い、
つながるコミュニティ

災害に強く、
自然が残るまち

医療

働く

教育

健康移動

情報

少子高齢化

見守り

環境 安全安心

いつも守られている
生活空間をサービス

データ銀行

循環型ビジネスモデルコンセプト

一人ひとりが地域社会で送る日常を『確かな情報』でサポートする新社会システムを作りたい

移動体データ銀行モデルをベースに各種業態のデータを統合した『データ銀行』へ発展させる

移動体データ銀行研究会が目指す将来像

(C)Mr. Masakatsu URA, Institute for Transport Policy Studies, 2014



ご清聴誠に有難うございました

(C)Mr. Masakatsu URA, Institute for Transport Policy Studies, 2014




